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	発刊年
	書　　　名
	著　　　者
	出版社

	1970年
	「差別裁判」
	土方鉄／著
	社会新報

	
	Ⅰそれは女子高校生の行方不明から始まった　Ⅱ部落青年石川一雄君の逮捕　Ⅲ甘言と拷問についに“落ちる”　Ⅳ一審死刑判決、二審冒頭で無実の訴え　Ⅴ「警察調書」の矛盾をつく　Ⅵ差別裁判の意味するもの　Ⅶ石川君の獄中からの手紙　Ⅷ資料一審起訴状・判決文その他　あとがき

	1970年
	「狭山差別裁判」
	部落解放同盟中央本部
	解放同盟中央出版局

	
	はしがき　一、狭山差別裁判の経過（1、“善枝ちゃん殺し”事件おこる2、大ショックうけた警察3、部落に対する集中的見込み捜査4、石川一雄別件逮捕5、警察“自白”をむりじいして失敗6、再逮捕“特設の調べ室”に身柄を移送　）二、狭山差別裁判の特徴（1、差別判決の政治的性格2、真実を主張しつづけたがついにうその“自白”3、弁護人不信の問題4、“自白”とこれにもとづく物証5、疑問を残す事件関係者の連続“自殺”）　三、事件の本質を示す客観的事実　四、結語　狭山差別裁判目録　部落の兄弟に訴える（石川一雄）（1、事件を通して差別の実態を2、この苦しみは私一人で終りに3、解放運動に参加できる日を4、無実の証を手にする日まで5、真実は必ず勝利6、部落の青年に訴える7、部落解放奨学生のみなさんに）　私のおかれている立場（石川一雄）　あとがき　索引

	1972年
	「狭山事件の真実」
	北川鉄夫/著
	部落問題研究所

	
	刊行のことば（部落問題研究所）はじめに　一、死刑判決の根拠は何か　二、脅迫状な何を語るか　三、筆跡と足跡は誰のものか　四、「小」は「大」をかねた「足跡」　五、スコップをめぐる偏見　六、誰も歩いていない「犯路」　七、手拭・タオル・荒縄の疑問　八、「死斑」の語るもの　九、「鞄」「万年筆」「時計」の怪　十、玉石、棍棒などの意味　十一、自殺者続出の黒い影　十二、「自白」へおいこんだもの　十三、「自白」はつくられてゆく　十四、「自白」の虚偽はあばかれてゆく　十五、狭山裁判の体質　正しい裁判闘争をさらにつよく、広く（斎藤喜作）

	1972年
	「狭山差別裁判　第3版」
	部落解放同盟中央本部
	解放同盟中央出版局

	
	はしがき（「狭山差別裁判糾弾要綱」第一集のはしがき、狭山差別裁判糾弾要綱第２集『狭山差別裁判』のはしがき）　一、狭山差別裁判の経過（1、“善枝ちゃん殺し”事件おこる2、大ショックうけた警察3、部落に対する集中的見込み捜査4、石川一雄別件逮捕5、警察“自白”をむりじいして失敗6、再逮捕“特設の調べ室”に身柄を移送　）二、狭山差別裁判の特徴（1、差別判決の政治的性格2、真実を主張しつづけたがついにうその“自白”3、弁護人不信の問題4、“自白”とこれにもとづく物証5、疑問を残す事件関係者の連続“自殺”）　三、事件の本質を示す客観的事実（1、実況見分調査2、脅迫状と残土にみられる多くの疑問3、自殺者の真相4、被害者と被害者の周辺5、多くの疑義を孕む中田家）　狭山差別裁判目録　資料（1、「狭山事件」起訴状2、同検察官冒頭陳述3、同検事論告4、同浦和地裁判決）　狭山差別裁判取り消しの闘いに勝利し石川青年を即時釈放させるための決議　あとがき

	1972年
	「狭山事件　第1集」
	亀井トム／著
	辺境社

	
	狭山事件日録　Ⅰ部落差別の呪縛ミステリー物件連続自殺の謎に挑んで　裁判批判の動き　一、社会的に見た事件の実態と本質－女高生殺しは事件の発端にすぎぬ（犯人身内説を盲点とする初動捜査、犯罪の動機は中田家の内部にあった？石田豚屋に焦点を定めた偏向捜査で盲点拡大、奥富病気自殺論とシロ説な二重のごまかし、スコップ操作でデッチあげ方針決定－田中情報はその障害となった、真犯人も警察もアブノーマル（狂気の共存））　二、事件の見方と三つの問題点（1、事件の段階の区切り方2、連続自殺者の見方3、石川被告はなぜ一審公判中自白を維持したか？）　三、死体発掘現場の問題点－石川無実を証明するミステリー物件（ビニール布と茶の葉の謎、死体の埋め方と逆形式、死体の頭のわきに置かれた玉石、先の裂けた棍棒の正体、芋穴の象徴するもの－両墓制・おがみ墓との関係、芋穴の底の縁起品と葬祭具－母親の婚姻と葬儀との関連、秘伝・ひこつくしの嘲笑　Ⅱ暗黒圏の使者老刑事の妄執　四十六年七月の裁判を傍聴して　一、犯人複数説での出発と行き詰まり－代数から算術へ低落　二、空白の支配－逮捕理由も犯罪動機も単独犯も中味はみんなカラッポだ　三、残土の量と処理の時間は？－大切な作業が抜け落ちた　四、老いのボケか？「脱」証人か？－長谷部証人デタラメ証言陳列　五、二度も繰返された執念の偽証－虚妄の証言を生む弱点意識と敗亡への恐怖　Ⅲ“白”への巨歩犯罪の幻影化と謀略の実在化　差別裁判反対闘争の転機と二つの戦果　一、決定的犯行が蒸発する－鑑定医尋問による三大収穫（1、「芋穴に逆づるし」の否認2、背中の死斑と犯行時間の狂い3、その性交体位は困難！）　二、札幌高裁・矢部判決と五十嵐証言の一致－客観的証拠主義に徹した判例を顧みる　三、謀略中枢は上層部にあり－実施部隊にその責任の全部を負わすことは事件のワイ少化　四、アジア的生産様式論争の成果の導入が必要である－絶対主義論・国家構造論・未解放部落の残存利用の理由解明のため　五、疑惑の警察官・関証人は何者か－私信を法廷に持ちだし逆効果となる　関パイプはひび割れして悪臭を放った－上司の了解で勤務中にも被告を訪れ、金を差入れる　Ⅳ最後の扉を打ちやぶれ－奥には完全犯罪と権力犯罪とがだきあって潜んでいる　権力の暴走・挑発と裁判批判の国民化　一、関係者四人がなぜの変死か！－国会では証拠資料提出要求　参議院法務委員会での佐々木静子委員の証拠資料提出の要望　二、善枝の兄・中田健治の尋問－石川有罪決め手の証人（1、法廷闘争重点の移動2、五月一日の夜、その他の場合における兄の行動に十数点の疑問浮かぶ）　三、山下初雄証人にみる平凡の中の異常－登美恵の夫から、その死の記憶だけが消え失せていた　Ⅴ推理・狭山事件　盲点の照射　一、善枝呼出しの計画性　二、死体埋没・殺害の計画性（1、差別観による複数犯追及2、死体埋没にみる計画性3、犯行の真の意図4、ある「ドラマ」の挿入）　三、偽装計画の貫徹（1、“稚拙な脅迫状”の工作2、身代金とりの大芝居）　四、連続自殺をどうみる（1、奥富玄二の死2、田中昇の死3、中田登美恵の死4、石田登利造の死）　五、四人の自殺者への疑問　六、四人の連続死にみる「共通性」　七、共通性の中の差異の認識も必要（四人は二人宛に分類される）変死の「停止点」の意味するもの　附“アジア的生産様式論争”の教えるもの－絶対主義と「差別」の新しい視角

	1973年
	「差別が奪った青春」
	木山茂／劇画
	部落解放研究所

	
	差別が奪った青春（木山茂）　狭山事件の記録　屈辱の独房から（石川一雄）　狭山差別裁判と部落差別の本質（朝田善之助）　石川君は無実だ－狭山裁判の真実（佐々木哲蔵）　大内・末川アピール　狭山事件の真相を訴える（野間宏・青島幸男・滝沢清・市川誠・槙枝元文・下田善八・長尾文吉）　あとがき

	1974年
	「狭山事件　第２集」
	亀井トム／著
	辺境社

	
	狭山事件日誌　①十字路の夜（一、新段階の入口に立って　二、悲観論をのりこえる　三、脚下を踏みかためる　四、佐野屋の夜の実体）　②人民と学者の共同立証（一、裁判長、世論と科学に屈伏か？それとも落日の抵抗か？　二、証拠総崩れに追撃を！　三、新鑑定書の証拠採用請求弁論　四、人民は先生　五、無言・無名の大衆こそ教師）　③石川さんのアリバイ（一、原判決における犯行時間　二、家族と第三者の証言　三、追加されるアリバイ）　④追込み（一、事件の実体追及の意義　二、犯罪実体と石川自白の対比　三、要約と補足）　⑤死角の探究（一、検察側の最も弱い部分は、芋穴の死体逆づりの想定　二、逆づり否定の科学的根拠　三、逆づりがないことになるとどうなる）　⑥我らの内なる空白面（一、危機線をゆく姉登美恵　二、「時間」の反逆　三、気まぐれコースと権現橋への偏愛　四、芋穴はなぜ「おがみ墓」に見たてられたのか？）　⑦無明の犯罪と仮設による接近（一、上着と背と袖にねばりついていた泥　二、破れたスカートとちぎれた上着のボタン　三、両脚などの線条擦過傷　四、大腿部などの指頭大皮下出血）　⑧脅迫状の「当て字」の謎解き（一、脅迫状を新しい段階、新角度でみる　二、なぜ奇妙な当て字を使ったか？　三、捜査官の当て推量　四、警察鑑定は当て字をどうみるか）　⑨裁判の落魄（一、探偵眼ある健治証人　二、論理性喪失の変った証人　三、三大物証は家族証言からも崩れる）　⑩差別裁判の爪の跡（一、反面教師としての井波裁判長　二、三大物証の防衛）　あとがき

	1974年
	「狭山差別裁判　第5集」
	部落解放同盟中央本部
	解放同盟中央出版局

	
	まえがきにかえて－狭山差別裁判と当面の課題－（一、狭山差別裁判の本質　二、当面の課題－証拠開示の問題）　第一章序論（一、はじめに－狭山差別裁判における物証の問題　二、物証の偽装工作の二・三の事例　三、事件の社会的背景　四、狭山差別裁判における控訴審の性格　五、第一審内田判決文の骨子　六、内田判決の問題点　七、判決文の理解のために　八、差別判決　九、補強証拠の問題　十、狭山差別裁判の特徴）　第二章動機形成に関する自白の信憑性について（一、内田判決の採用した犯行の動機　二、自白内容の変化　三、石川の借金　四、金銭の収支関係　五、内田判決の矛盾　六、結論）　第三章中田健治・登美恵の証言・供述の信憑性について（一、中田健治・登美恵の証言・供述の特徴　二、中田善枝の足どり　三、善枝捜し・脅迫状・自転車発見の経過　四、事件発生と経過の要約　五、佐野屋前のいきさつ　六、中田登美恵の自殺についての健治の証言　七、被害品（ビニール風呂敷）　八、被害品（自転車用荷掛け紐・封筒・財布））　第四章三人共犯説から一人犯行説へ、出会いから芋穴吊しまでの自白調書の信憑性について（一、はじめに　二、三人共犯説から一人犯行説への経過　三、自宅出発から出合いまで　五、出合いから芋穴吊しまで）　第五章強姦・殺害についての自白の信憑性について（一、はじめに　二、死亡時刻　三、強姦の有無　四、強姦・殺害の方法）　第六章芋穴吊し・死体埋没についての自白の信憑性について（一、実況見分調書による死体発見時の状況　二、大野実況見分調書の問題点　三、自白調書に説明されていない現場の物証　四、死体の法医学的症状　五、芋穴への吊り下げ・吊り上げ　六、細引紐・荒縄の出所　七、死体埋没についての信憑性　八、自白をさせる為の取調べ状況　九、再び積極的に解明）　第七章鞄ほか十点についての自白の信憑性について（一、はじめに　二、鞄ほか十点についての客観的事実　三、鞄についての自白供述の矛盾点　四、繰り返される供述の変更　五、取調べグループをめぐって　六、供述調書の実際の日付　七、結論）　第八章時計に関する自白の信憑性について（一、内田判決の矛盾点　二、実況見聞調書の矛盾点　三、時計に関する自白調書の信憑性　四、捜査経過の問題点　五、小川老人の問題　六、偽装工作として）　第九章万年筆に関する自白の信憑性について（一、万年筆とその“発見”をめぐって　二、三大物証の矛盾性）　第十章足跡・地下足袋に関する自白の信憑性について（一、“足跡”にみられる矛盾　二、足跡についての主要な証拠　三、鑑定資料作成の過程）　第十一章脅迫状作成に関する自白の信憑性について（一、稚拙を装った脅迫状　二、脅迫状についての供述　三、脅迫状作成についての様々な矛盾　四、筆記用具等の問題　五、検察側申請の筆跡鑑定の問題　六、高村鑑定の問題）　第十二章自白の信憑性に関するその他の諸問題について（一、手拭とタオルの出所　二、スコップの問題　三、犯行経路をめぐる問題　四、アリバイの信憑性　五、間接事実としての改悛の情）　第十三章第一審における自白維持の問題について（一、自白維持の主体的条件の問題　二、自白維持の客観的条件の問題　三、裁判過程における自白維持の問題）　第十四章結語（一、部落差別について　二、差別のとらえ方の発展　三、差別の本質と差別の社会的存在意義　四、社会意識としての部落民に対する差別観念　五、差別の歴史）

	1974年
	「石川君は無実だ」
	西岡智/篇
	「狭山差別裁判」9.10合併号

	
	まえがき　事件全図　１．狭山差別裁判のあらまし　２．なぜ狭山差別裁判とよぶのでしょうか　３．狭山差別裁判の政治的背景　４．別件逮捕　５．再逮捕、ハンスト、「自白」　６．なぜ「自白」をしたか　７．でっちあげられた「自白」　８．カバン　９．万年筆　１０．時計　１１．ゴム紐、カバン、教科書　１２．死因　１３．逆さ吊り　１４．玉石、根棒、ビニール　１５．残土　１６．スコップ　１７．佐野屋への経路　１８．雑木林へ　１９．脅迫状　２０．地下たび　２１．変死者　２２．運動の発展　２３．完全無罪判決をもとめて立ち上がろう

	1975年
	「狭山事件　権力犯罪の構造」
	亀井トム／著
	三一書房

	
	Ⅰ＜狭山事件＞と私　Ⅱ権力犯罪の構造（①事件発生とデッチあげの端初②脅迫状は誰が差し入れたか③長男んの“作為”の真意）　Ⅲ闘争としての狭山差別裁判（①犯人追及・確認の方向へ②最終弁論前後の状況）　Ⅳ二審判決批判（①かくも疑わしき数々②自己破産の怪文書・寺尾判決③疑わしきは被告に不利に④精神鑑定は誰が必要か⑤狭山の“諏訪メモ”の行方⑥批判のための理論的前提）　Ⅴ最高裁闘争にむけて（①弁護団の結成と闘争の開始②弁護団の内部矛盾③過去の段階の再検討④要約と出発の手がかり）　参考資料－起訴状/一審判決/控訴審判決主文・理由（要旨）　あとがき

	1975年
	「｢狭山裁判｣批判」
	青木英五郎／著
	辺境社

	
	狭山事件年表　「狭山裁判」批判（一、職業的裁判官の“秘教”　二、「万年筆」をめぐる怪　三、自白はこうしてつくり出された　四、なぜ不可能な＜約束＞を信じたか　五、差別が生んだ“無知の悲劇”）　裁判官の“アイヒマン性”

	1975年
	「狭山差別裁判　第7集」
	部落解放同盟中央本部
	解放同盟中央出版局

	
	はじめに　一、第二審判決の欺瞞性を暴露する　１．寺尾判決の本質　２．第一審判決に対する闘い　３．寺尾判決の骨ぐみ　二、第二審判決の徹底的分析　１．捜査手続きの違法・違憲（一、寺尾裁判長の基本的な考え方　二、別件逮捕(1)一審判決の判断(2)別件逮捕の概念(3)第一次逮捕について(4)第一次逮捕、勾留中の取り調べの実態(5)第二次逮捕、勾留について(6)別件逮捕に無制限の道を開く寺尾判決 三、自白の任意性(1)一審判決と寺尾裁判長の判断(2)捜査体制、取調べははたして寺尾の言うように不十分なものであったのか(3)捜査官の作為を弁護する方法(4)筆圧痕　四、第一審は十分に審理をつくしているか(1)審理不十分の責任は誰にあるか(2)審理に法令違反があっても判決に影響を及ぼさなければよいのか　２．事実誤認の主張　一、事実認定を行う寺尾裁判長の手口(1)５つの手口(2)弁護団の主張に対する重大なねじまげ(3)「捜査の拙劣さ」を擁護し利用(4)石川君、家族、隣人を嘘つきに(5)裁判官の行う「推論」の権威づけ(6)客観的証拠を重視したとする見せかけ　二、「客観的」に存在する証拠は石川君に結びつくか　はじめに(1)脅迫状及び封筒の筆跡(2)地下足袋・足跡(3)血液型(4)手拭・タオル(5)スコップ(6)内田幸吉証言(7)犯人の音声　三、三大物証は「自白」と一致するか　はじめに(8)鞄(9)万年筆(10)腕時計(11)吉沢栄証言　四、状況証拠は「自白」と一致するか　はじめに(12)死体(13)木綿細引紐、荒縄、ビニール風呂敷(14)出合地点(15)玉石、棒切れ、ビニール片、残土、財布、三つ折財布、筆入れ　五、判決が意図的に回避した問題点－そこに真実をあきらかにする鍵がある－(1)証拠をつらぬくもの(2)動機のない犯罪(3)『自白』は何を教えるか(4)犯行経路－時間の謎(5)変死者とその周辺の人の疑惑(6)アリバイは本当にないのか(7)全証拠の開示を　三、資料　１．第二審判決　２．第一審判決　３．控訴趣意書

	1976年
	「狭山裁判　上・下」
	野間宏／著
	岩波書店

	
	【上】狭山事件　「自白」とその前後　物証と書証　狭山裁判の深淵（一）　狭山裁判の深淵（二）　旧き新証人　「時間」の問題　差別捜査　偏見と予断　差別捜査再論　時計－三大物証の一　【下】（写真：脅迫状）被差別体験　おとし穴　筆跡の問題　筆圧痕の謎　変死者（一）　変死者（二）　死体について　かばん－三大物証の二　万年筆－三大物証の三　むすび

	1977年
	「石川一雄　獄中日記」
	狭山事件弁護団・中央本部/編
	三一書房

	
	（写真：自白を誘導した関巡査部長の調書、遂に自白を強要された川越分室の留置場、筆圧跡が問題化された図面、逮捕の根拠－筆跡一致－とされた脅迫状と上申書、逮捕時の石川さんと二審判決時の彼）はじめに　序　事件・裁判のあらまし　第一部獄中日記　石川一雄君との出会い（山上益朗）　獄中日記（一九六五年九月～一九六六年三月）獄中日記（一九六九年四月～一九七〇年三月）　第二部自白　自供調書五月三日付/五月二四日付/六月七日付/六月二〇日付/六月二三日付/六月二四日付/六月二四日付/六月二六日付/七月六日付　わび文句・手紙　わび文句　中田栄作氏宛手紙　関源三宛手紙　第三部　自白はいかになされたか　荻原佑介氏宛書簡　朝田善之助氏宛書簡　第四部　生いたち　わが生いたち

	1977年
	「狭山裁判と科学」
	武谷三男／著
	社会思想社

	
	はじめに　第一章狭山裁判の争点　第一節狭山事件の概略1.狭山事件と捜査の特徴2. 裁判　第二節鑑定上の争点3.直接に犯人と被告を結びつける証拠4.いわゆる三大物証と筆圧痕問題5.スコップの土壌捜査の偏見・差別性をめぐる問題6.死体をめぐる問題　第二章土壌　1.争われた土壌検査2.経過3.警察による土壌鑑定（星野鑑定）4.「ほぼ一致」と「類似性が高い」とは同じか5.土壌の色調、外観は土壌の分類の基本にはなりえない6.土壌の分類の基本7.星野鑑定の不当性8.大きく異なる重鉱物組成9.都合の悪いデータは切り捨て10.穴の中の赤土の存在にも疑問11.玉石の問題　第三章足跡　第一節警察鑑定の欺まん1.有罪の証拠2.「現場足跡」への疑問3.一審、二審での経過4.警察鑑定の内容5.警察鑑定への批判・その一6. 警察鑑定への批判・その二7.井野鑑定での警察鑑定批判　第二節現場足跡は押収地下足袋によっては作れない8.新しい鑑定書の概略9.足型から一義的に決まる量10.現場足跡と警察製対照足跡との比較11.現場足跡と新しく作った足跡との比較12.直観による結論とその定量化13.「一致」の確立はほとんどゼロ14.統計的検定の考え方15.現場足跡は十文三分の足袋によって作られた16.印象条件の問題17.むすび　第四章筆跡　第一節筆跡問題のあらまし1.筆跡問題の占める位置2.筆跡問題についての寺尾判決の見解3.脅迫状と石川一雄被告の筆跡　第二節日本の筆跡鑑定は西欧の一八世紀のレベル4.筆跡鑑定の歴史5.伝統的鑑定法への批判6.三鑑定への批判7.大塩鑑定　第三節被告人は脅迫状を作成する能力をもたなかった8.上申書の分析9.脅迫状の分析10.寺尾判決における判断11.第二次大野鑑定12.三鑑定にも反している寺尾判決　第五章死体　1.死体鑑定の経過2.五十嵐鑑定と寺尾判決・扼殺説3. 扼殺説の根拠4.五十嵐鑑定のずさんさと誤り5.上田鑑定と弁護人の主張6.木村、青木意見書7.まとめ　第六章筆圧痕　1. 筆圧痕問題の意味2. 筆圧痕問題の経過3. 筆圧痕とは何か4.宮内鑑定の内容5.上野鑑定の内容6.宮内、上野鑑定が対象外とした筆圧痕7. 筆圧荷重の考え8.「自供図面」上の筆圧痕9.新筆圧痕の意味10.「中抜け現象」11.走査型電子顕微鏡による判定12.六日間だけ精巧に描かれている13.二〇四九図面の謎14.図面に無関係な筆圧痕が物語ること　第七章ポリグラフ検査　はじめに1.ポリグラフとは何か2.石川青年は進んでポリグラフ検査を受けた3.変造されたポリグラフ検査の記録4.あいまいな判断基準5.石川青年は興奮していた6.ポリグラフと捜査7.「ノート類」とポリグラフ8.「鞄」「時計」はポリグラフと矛盾する　第八章≪座談会≫裁判と科学（出席者）武谷三男、水戸巌、生越忠、井野博満、荻野晃也　編者あとがき（武谷三男）

	1977年
	「狭山事件　無罪の新事実」
	亀井トム・栗崎ゆたか/著
	三一書房

	
	まえがき　第一部狭山事件の新事実　第一話五月一日夜、警察は犯人逮捕に失敗した　一、五月二日夜の張込みは大芝居　二、脅迫状発見以前に上田明県警本部長自ら捜査を開始しているA細田行義元所沢署長の証言B「善枝誘拐」の情報は、五月一日午後七時四〇分より数時間早い　三、警察は五月一日の捜査事実を隠しているA「逃走事故」は五月一日夜B五月一日本番説を支持するもうひとつの見方C五月一日に残るひとつの疑問　第二話五月二日夜、佐野屋前の張込みは、犯人を逃がすように計画されていた　一、なぜ張込み態勢を急変させたか　二、作為的な佐野屋周辺の実況見分調書　第三話五月三日、ゴムヒモ発見の場所と時間が移動させられている　一、ゴムヒモが中田善枝のものならば、誘拐現場も殺害現場も移動する　二、ゴムヒモ発見者がなぜ関源三なのか？　第四話虚偽の事実で積み上げられた捜査　一、善枝の万年筆の軸の色は、ピンクでなくオレンジ　二、連絡先・狭山署の電話番号も違うデタラメ「特別重要品触」五万枚　三、続出する重要事実－死体の第一発見者が二人いる・他　第二部再び見直される狭山事件・裁判　第一話事件の実体究明の第三段階とは？　一、事件の実体究明の前段階を顧みてA事件の実体が不明の時代B事件の実体が幾分わかりかけてきた段階　二、実体究明の第三段階へ－その手はじめの一例　第二話五月一日、県警本部はつんぼさじきに置かれていたのか？矛盾する警察官証言　一、事件の発見時間の作為とそのねらい　二、五月一日の届け出以後の警察の行動－互いに矛盾する警察官証言A諏訪部、将田、中等県警幹部の証言B長谷部、飯野、山下、諏訪部、大谷木等の証言にみる動揺ぶり　三、一日の張込みを隠し、県警本部ときりはなそうとする幹部たち　四、東京弁護団と解同の見方のくいちがい　第三話一日の張込みにどんな失敗があったのか？－県警本部にタブーが生じたわけ－　一、黒い空白－一日夜の張込み　二、一日の夜の張込みの実相は何故隠されたのか？A兄健治の描く一日の張込みB登美恵の恐怖心理（供述から）　三、張込み中の椿事・その意味と影響　第四話巧妙に演出された「よりましな失敗」の二回目の張込み－それが真犯人に乗じられる弱点となった－　一、解同中央本部の正当な疑惑　二、「任命」された犯人を出現させ、無事逃がすための張込みA土地カン皆無、その夜、生まれて初めて佐野屋へ来た張込みの総指揮者の独特の役割B犯人さま、お役目ごくろう。どうぞお逃げ下さい（張込みの目的達成）C逃亡者なき夢遊病的追跡・山下警部の心情白書D石川自白後、複数犯想定での演出をテキパキ否定　第五話結び－五月三日夜の公開捜査までの真相－身内にいる真犯人と権力犯人の事件擬装のコンクール－　一、面子の悪鬼の擬装張込み－民間人を立合わせての証拠づくり　二、七つの点から操作官の尻が割れている　三、我々の自己批判　更新・狭山事件誌　あとがき

	1977年
	「狭山事件　権力犯人と真犯人」
	亀井トム／著
	三一書房

	
	Ⅰ権力犯罪告発の先駆（①差別犯人のいない差別裁判などない②権力犯罪告訴・告発こそ正常の道③真犯人の描像のもたらす効果）　Ⅱ謀略の覗き窓－時間帯の狂乱－（①“時間地獄”にあがく検事と判事②事件発生の「真の時間」に対する異説とその重要性）　Ⅲ旋回する“狭山”－「真相」を屠る真相－（①本当は何があったのか？②何が変ってくるのか？）　Ⅳ権力犯罪の民間の拠点－参考資料・旧稿－（①石川さんの従来のアリバイ②「被害者」家族の石川被告への加害）　あとがき

	1977年
	「部落差別と冤罪－狭山事件の背景」
	高杉晋吾/著
	三一新書

	
	Ⅰ狭山事件・その構造　１．狭山事件の背景と農地問題(1)被差別部落と対極構造(2)石川一雄氏の生い立ちの核心＝農地問題(3)狭山の部落の農地所有の実態　２．「むしろ旗への恐怖」の歴史(1)堀兼民衆はなぜ沈黙するのか(2)資料（差別捜査・冤罪事件）(3)閉鎖的共同体の沈黙の歴史(4)堀兼的共同体に見る新田的特殊性(5)埼玉・被差別部落の北方偏在　３．農地改革と被差別部落(1)農地改革から疎外された被差別部落(2)農地改革の真のねらい(3)漁業改革における部落疎外　４．本庄自衛隊差別事件(1)一九七〇年一〇月八日(2)阪本さんの生い立ち(3)警察・裁判所・自衛隊一体の差別裁判(4)世良田村事件・その時代(5)災害出動＝暴動鎮圧の歴史　Ⅱ全国の部落差別冤罪事件　１．兵庫県・大下喜太郎殺人事件(1)聞き込み捜査の方向(2)これが部落差別だ　２．大阪府・松原パークレーン事件(1)捜査と事件の虚構性(2)偏見と予断　３．栃木県・足利ひき逃げ偽証事件(1)権力なき者の弱さ(2)自動車解体業・差別の構造　４．全国の差別冤罪事件(1)不当な差別と迫害(2)徳本事件・その真実　Ⅲ被差別の現実と「犯罪」　１．階級闘争と冤罪事件　２．差別冤罪事件の性格　３．差別の本質

	1977年
	「狭山事件考」
	土方鉄／著
	創樹社

	
	偏見と予断に抗して-はじめに　＜第一部＞　狭山差別裁判を告発する（資料・解説：石川一雄君を守る会発行）　狭山差別裁判の軌跡　実況見分調書について　狭山事件にみる冤罪の恐怖　自白調書の矛盾をつく　狭山事件の二審判決をきいて　寺尾判決が意図的に回避した問題点　＜第二部＞戯曲「闇にただよう顔」（全二部）戯曲「闇にただよう顔」を書き上げて）　劇映画「狭山の黒い雨」（「狭山の黒い雨」のシナリオを書いて）　劇映画「造花の判決」（「狭山裁判と私」－映画・造花の判決にふれて　●記録　口頭弁論、事実審理をおこなえ！－おわりに

	1977年
	「ドキュメント狭山事件」
	佐木隆三／著
	文藝春秋

	
	第一章　誘拐　第二章　逮捕　第三章　自白　第四章　判決　第五章　否認　第六章　告発　あとがき

	1977年
	「狭山・虚構の判決」
	師岡佑行／編著
	新泉社

	
	はじめに－　狭山事件弁護団からのメッセージ　一、捜査、取調べの実態と寺尾判決　１．差別捜査の実態(1)張り込みの失敗と捜査体制(2)捜査開始と部落差別(3)差別捜査を否定する欺瞞的判決の根拠(4)どのようにして石川被告は犯人に仕立てられていったか　２．第一次別件逮捕と取調べの実情(1)逮捕状疎明資料の疑問(2)別件の内容とその問題点(3)偽計にみちた取調べの実態(4)第一次起訴とその前後　３．再逮捕のねらい(1)新資料なしでの逮捕(2)再逮捕による価値転換(3)弁護人にたいする接見妨害(4)偽計による自白　４．自白の変遷とカバンの問題(1)三人共犯説の起源(2)自白の始期(3)カバン「発見」の疑問（イ、カバン「発見」発表の奇妙ないきさつ　ロ、捜査官の証言　ハ、最初の「捜査」　二、教科書とカバン　ホ、なんのための捜査か　へ、カバンについての二回目の自供をめぐっての捜査官の証言　ト、不審な調書の記載と二回目の捜索　チ、誘導の爪痕）(4)単独犯行説と自白の変遷（イ、単独犯行説への移行　ロ、自白は任意でなされたか　ハ、「出会い」をめぐる自白　二、無視された論点のひとつ）　二、証拠によらざる事実の認定－ボールペンと万年筆　三、寺尾裁判長の狭山事件にたいする考えかたと姿勢　１．自白をもとにした主観的心証＝予断　２．事実認定の態度－「なんでもかんでも被告人の不利益に」　３．「完全なる自白論」による真実追究の回避　４．見逃された「実務の経験」　５．真偽判別の基準　６．誤判の基礎としての「人間性同一」論(1)「刑」という文字(2)自らを「証拠の王」とする一般的経験則の主張(3)裁判官の生活経験と思い上がり－事実誤認の原因(4)弁護団はどのようにして真実発見の道に到達したのか　７．部落差別の問題の回避　(1)自白維持の根本問題(2)「無知の悲劇」をうんだ部落差別(3)主観的判断＝常識によって排除された部落問題(4)経験の基本的構造の差異　狭山事件上告趣意書目次　狭山差別裁判関係目録　狭山事件関係文献

	1978年
	「狭山差別裁判」
	野間宏／編
	三一書房

	
	[Ⅰ]狭山現地の闘い－無実の石川一雄さんをとりもどそう狭山市民の会（「狭山市民の会」生まれる・八月九日を忘れない・真実と正義は必ず勝利する・差別にいなおる最高裁・柴田精神を我ものに・狭山支部、現地集会をかちとる・10/31中央集会へ・一雄は絶対にやっていない・信念にしたがって－石川一郎市議の闘い・再審をかちとり、一日もはやく一雄さんをとりもどそう・ともに勝利の日まで）　上告棄却批判と弁護団の闘い－中山武敏（「絶対に承服できない」・抜き打ち決定の不当性－最高裁上告棄却決定批判（一）・客観的事実と科学を無視した決定の不当性－最高裁上告棄却決定批判（二）・部落問題に対する決定批判－最高裁上告棄却決定批判（三）・石川被告の仮釈放と再審闘争との結合・現在の裁判情勢と弁護団の今後の闘い）　最高裁と対決する－野間宏（最高裁による最低の法行為・最高裁「決定」の構造・差別捜査・自白について・差別と予断・筆跡について・足跡について・手拭、タオル、血液型について・無視された新証拠・再審の闘い）　[Ⅱ]差別と表現の問題－阿部昇（『事故のてんまつ』が提起した問題・差別とうわさの構造・川端文学をどう評価するか・『伊豆の踊子』をめぐって・差別されたものの側に立つ文学・末期の目・マスコミの差別性・差別と文学）　最高裁闘争の問題点－石田郁夫（狭山闘争の基本点・労働運動と狭山闘争・法廷闘争の問題点・秩父国民党と部落）　再審闘争の貫徹へ－石田郁夫（最悪の差別文書・決定文の詭弁・陰険なトリック・狭山裁判をみる観点・水平社の戦闘的原点に立つ）　あとがき

	1978年
	「狭山事件への告発状」
	亀井トム／編著
	三一書房

	
	まえがき　告発の理由　一、告発の要旨　二、告発の具体的理由 (1)第一次犯罪の容疑 (2)第二次犯罪の容疑　三、同人らの犯行当時の地位と責任　第一次犯罪の証拠　一、何を反論するのか？　（対象は公認の犯行時間）　二、捜査指揮者の原点の犯罪　三、立証方法の限界と特徴　四、証拠　(1)十件の証拠（証拠一）細田行義の証言（証拠二）山下了一の法廷証言（証拠三）野口利蔵の法廷証言（証拠四）竹内武雄の法廷証言（証拠五）関源三の法廷証言（証拠六）増田秀雄の法廷証言（証拠七）石田一義の法廷証言（証拠八）中田喜代治の証言（証拠九）大谷木豊次郎の法廷証言（証拠十）長谷部梅吉の法廷証言・附証拠の追加　(2)脅迫状の「日時」と「場所」の訂正は犯人ではなく捜査指揮者の手でなされたことの証拠　(3)二日の夜の張込みと犯人逃走が真実でなく「見せかけ」であることの証拠　第二次犯罪の証拠－捜査段階に移された第一次犯罪－　一、特捜本部指揮者の第二次犯罪　二、第二次犯罪の証拠に変る警察調書　三、二つの犯行時間の比較表－第二次犯罪の時間構造とその弱点　四、正しい時間軸（時間帯）の照明力　第三次犯罪の証拠－立証段階に移された第一次犯罪－（偽証一）中勲の第一次犯罪をかくすための偽証（偽証二）将田政二の上田・中の犯行をかばい、偽証に呼応する偽証（偽証三）諏訪部正司の上田・中の犯行をかくし、かばうための偽証　中田健治の共犯容疑　一、被害者家族のありうべからざる偽証　(1)被害者家族の事件の発端についての偽証　(2)予想される二つの原因　二、中田家族の初動捜査についての虚偽の供述を否定する証拠　(1)関口邦造巡査部長の残した書証　(2)中田栄作の善枝一日死亡説　(3)佐野屋主人佐野良二の証言　(4)田中昇が一日の夕方やげん坂の山林でみた人達　三、中田健治の共犯容疑の証拠　(1)第一次犯罪への共犯証拠　(2)第二次犯罪への共犯証拠　(3)第三次犯罪への共犯証拠1.石川一雄の死刑を望む中田父子2.一審公判での健治の偽証3.二審公判での健治の偽証4.時間帯から死刑の道をならす決定的証拠偽造（二例）イ、五月一日夜の佐野屋の張込みの偽証　ロ、封筒の上部のちぎれた紙片の工作

	1979年
	「日本の刑事裁判」
	青木英五郎/著
	岩波書店

	
	Ⅰ国民にとって刑事裁判とは何か　Ⅱ戦前の刑事裁判　１、逮捕と取調べ　２、予審と公判　Ⅲ戦後の刑事訴訟法　１、刑事訴訟法はどう改正されたか　２、被害者の取調べは変っていない　３、起訴前の手続きはどう改正されるべきであったか　４、被疑者の取調べの前提　５、自白させるための取調べ　Ⅳ冤罪を生む構造　１、裁判官は自白をどう見るか　２、伝聞証拠について　３、参考人の取調べ　４、裁判官の事実認定　Ⅴまだ最高裁がある！　あとがき

	1979年
	「狭山現地報告」
	石川一郎／著
	たいまつ社

	
	はじめに　第一部狭山市の同和対策　１．狭山事件発生２．容疑者逮捕と新聞報道３．埼玉新聞社に抗議４．事件に対する市民の反響５．住居表示による町割りの変更６．同和対策事業の勧奨７．市議会で同和問題を提起８．公正裁判要求の決議９．狭山市同和対策審議会条例の制定１０．狭山市同和教育推進協議会の発足１１．狭山市総合振興計画基本構想の修正１２．五十三年度施政方針に反発１３．差別発言事件の発生　第二部同和集会所の建設　１．狭山支部の対市交渉２．振興計画審議会に諮問３．同和集会所建設反対の請願４．請願に対する議会と執行部５．再び継続審査６．同和集会所とは７．祇園自治会は祇園自治会館を８．反対請願の取下げ９．同和集会所建設計画の進行１０．同和集会所の竣工　第三部地もと狭山の市民運動　１．柴田道子さんの播いた種２．柴田道子さんと私３．前進を続ける狭山市民の会４．市議会で狭山裁判批判５．最高裁の上告棄却決定６．二・二狭山勝利大講演集会７．さらなる前進のために　〔附記〕市の名称「狭山」について　１．はじめに２．地名と先住民族・帰化民族３．「狭山」について４．「入間」・「入間川」について　石川一郎市議の闘い（横田雄一）『狭山現地報告』について（野間宏）

	1979年
	「石川一雄獄中歌集」
	石川一雄／著
	たいまつ社

	
	ごあいさつ（石川一雄）　獄中歌集（三五七首）　解説とあとがきにかえて（酒井真右）　冤を訴える歌（佐多稲子）　狭山差別裁判関係略年譜　水平社宣言

	1979年
	「狭山事件・現地からの報告」
	無実の石川一雄さんをとりもどそう狭山市民の会/編
	たいまつ社

	
	まえがき　Ⅰ事件発生（中田善枝さんの足どり・捜査開始、張り込みそして山狩り）　Ⅱ死体発見（殺害方法・姦淫の態様・死体の処理）　Ⅲ現地調査（「自白」と物証のくいちがい・石川一雄さんは中田善枝さんに出合っていない・山狩り・「スコップ」・教科書・「カバン」・清水利一について・「ゴムひも」・「万年筆」・「時計」・「内田幸吉証言」・石田養豚・「足跡」・佐野屋（犯人の音声）・手ぬぐい・脅迫状・筆圧痕問題　Ⅳ差別捜査・逮捕・「自白」（差別捜査・別件逮捕・「自白」）　Ⅴ石川一雄さんのアピール　資料（狭山差別裁判再審証拠一覧・弁護団再審提出書類・弁護団に対する東京高裁の対応・5月1日の関係者行動一覧表・捜査の動き一覧）　あとがき

	1980年
	「狭山事件　続無罪の新事実」
	亀井トム／著
	ＪＣＡ出版

	1984年
	「狭山事件と再審」
	和島岩吉／編
	部落解放研究所

	
	序（野間宏）　推せんの言葉（上杉佐一郎）　推せんの言葉（佐々木哲蔵）　見失われた真の争点（和島岩吉）　狭山事件とは（山上益朗）　証拠が示す石川さんの無実　隠された証拠の全面開示を（中山武敏）　石川一雄さんの仮釈放の法的根拠（松本健男）　誤判を語る（和島岩吉）　再審と日本弁護士連合会一〇年の活動と課題（竹澤哲夫）　再審法の早期制定を求めて（森井瞕）　誤判の実体が提起するもの（中務嗣次郎）　資料　狭山事件の二〇年・略年表　再審事件関係・略年表　全国著名再審事件地図　再審法の改正案・比較対照（抄）　再審法の改正を求める大阪府民の会、呼びかけ文・運営要綱　あとがき（北尻得五郎）

	1984年
	「自白崩壊　狭山裁判二〇年」
	狭山事件再審弁護団／編
	日本評論社

	
	（写真多数）はじめに－狭山事件の見方（佐々木哲蔵）（死刑判決後から部落解放同盟の取り組み・裁判の原則からみて無罪の事件・判決文の中に不自然さがある・数々の鑑定による反証・再審請求後に重大な新証拠）　第一章冤罪を生む捜査　狭山事件の捜査と裁判（雛元昌弘）（脅迫状・見込み捜査・別件逮捕/再逮捕・自白による「犯行」・一審裁判/死刑判決・二審裁判/無期判決）　自白・自白維持の心理（浜田寿美男）（虚偽自白の可能性・虚偽自白への道・虚偽自白への歯止め・虚偽自白は正常な判断・自白はどこまで維持されるか・虚偽自白の責任は自白者にはない）　＜座談会＞冤罪を生む捜査の構造－中山武敏/森井瞕/八木晃介①一般捜査とは別にあった特命捜査（捜査はすべて見込みから・偏った予断＝偏見が問題だ・犯人を取り逃がし、焦り・封じられた現場刑事の勘）②なぜ「別件逮捕」が必要だったか（証拠がなかった“恐喝未遂”容疑・無批判に逮捕状を出す裁判所・逮捕状を出さないと検察が猛攻撃）③自白をとるために手練手管を駆使（保障されていない弁護人の接見交通権・無力感につけ込み「一〇年で出所」の約束・一週間で自殺をはかった“共犯容疑者”・裁判官が重視する「自白調書」・公判での本人の供述しか証拠にならない）④「一審自白維持」の謎は解明された（代用監獄への勾留が自白を作る・殺していないから何でもしゃべれた・「約束」の崩れるキッカケがなかった・自白維持の一方で無罪弁論・逮捕してから物証を集める捜査が問題・裁判に必要なのは民衆の健全な常識　第二章冤罪を生む裁判　確定判決批判－“恐るべき事実認定”（和島岩吉）　刑事裁判の大原則を忘れた裁判官・誤判を支える裁判官の自白に対する予断・憶測による証拠判断・誤判が顕著に認められる二審判決の事実認定・裁判官を支配していた有罪の心証　狭山判決の意味論的批判（日高六郎）　ジョージ・オーエルの『一九八四年』・過去を支配する者が現在と未来を支配する・＜現地＞と＜地図＞のソゴを取り繕った判決文・二重否定による肯定の論法　脅迫状は被告人が書いたものではない（大野晋）「極めて大雑把」だった取調べ・文字使用の基本的技能に欠けていた・取調べのなかで「漢字の練習」・漢字を使いこなすのは不可能・文字生活に馴れていない被告人・自筆と脅迫状の運筆速度に大きな差・漢字能力は小学校二年程度・作為的技巧にみちた脅迫状・句読点の使い方に決定的違い・見落としが多い検察側の鑑定　＜座談会＞冤罪を生む裁判－二審判決をめぐって－山上益朗/日高六郎/土方鉄　①次々と提出された無罪証拠（印象に残る六つの鑑定書・文化人の間では無実の世論・市民的常識からの反撃・ほっとけないと思うのが遅過ぎた）　②無理がある自白中心の有罪認定（真犯人なら「自白を離れ」る必要はない・しかし決定的証拠はやはり「自白」・鑑識の多用に較べ裏づけ捜査の「拙劣」・「部落民は家族ぐるみで‥」という偏見・結びつきが何もない石川さんと「物」・活動するほど弁護士不信に陥る被害者　③憶測に憶測を重ねた寺尾判決（一方の可能性は全部否定して成立・指紋がなければ犯人じゃない・脅迫状の中に集中的に出ている矛盾・「リベラルな人」と「差別意識」・一〇五点の「新規性ある証拠」　第三章再審－新証拠の発見　再審段階の弁護団活動（山上益朗）証拠の新規性・証拠保全、閲覧謄写の問題・仮出獄問題・新証拠発見のための活動・事実調取調べの必要性　刑事再審とは何か（倉田哲治）白鳥決定・再審の動向・物的証拠・争点の積みあげ　＜座談会＞新証拠の発見と自白崩壊－横田雄一/野間宏/雛元昌弘　①新証拠による“客観的証拠”と虚偽自白崩し　地道に検察側証拠をつぶす努力・『りぼん』を見て脅迫状が書けるのかなあと‥自白以外の証拠が一見たくさんある・科学者を動員した弁護団の取り組み　②再審裁判官の誤謬を論難する　鑑定書を読んでいない裁判官・再鑑定人を否定したら裁判は成立しない・新証拠/犯行予定日「4月29日」発見　③犯行自白を根底から揺るがす新証言の出現　新聞記事の洗い直しから証拠開示・犯行現場に隣接した畑で農作業中だった・悲鳴は聞こえるはずだし、現場はよく見通せた　④自白は崩壊していった　小名木証言以後も次々と新鑑定・屋内捜索再現実験で予想外の発見・自白に「秘密の暴露」はない・裁判所は事実調べをすべき時だ　第四章証拠が語りかける狭山冤罪　①筆跡について（松本健男）②足跡・地下足袋について③スコップの疑惑④目撃・音声証言⑤秘密の暴露について⑥死体について⑦筆圧痕について　むすびにかえて－狭山事件と青木英五郎氏（佐伯千仭）　＜資料＞狭山事件の捜査状況・狭山裁判の経過・第一審判決（抄）・狭山事件再審請求理由と新証拠・弁護団名簿（上告趣意書等の執筆者）

	1984年
	「冤罪・狭山事件」
	雛元昌弘／編
	現代書館

	
	１．善枝さん殺し事件（脅迫状・犯人取り逃がし・死体・偽装工作・スケープゴート・ねらい撃ち・差別的偏見・I養豚場・自殺者・1963年）　２．石川一雄事件（第1次逮捕・石川一雄・不起訴・再逮捕・自白作戦・自白調書・犯行現場・6つの物証・矛盾）　３．裁判（裁判ではない・自白維持・差別裁判・東京高裁・最高裁・再審・真実は前進する）　４．運動（生いたち・獄中・初期の支援・部落解放同盟・2つの事件・反差別）　５．冤罪（冤罪とは・日本式冤罪・拷問・見込捜査・取調期間・代用監獄・捜査段階弁護・自白調書裁判・証拠かくし・官僚裁判官制度）

	1986年
	「真実は細部に」
	多田敏行/著
	解放出版社

	
	石川さんからの手紙　狭山事件とはなにか　「自白」調書の分析－真実は細部に－　狭山事件への取り組み　狭山事件の「自白」調書　「犯行」の動機－「自白」の虚偽をあらわす心理的体験の欠落(1)　被害者との出会い－「自白」の虚偽をあらわす心理的体験の欠落(2)　殺して、死体を運ぶ－　－「自白」の虚偽をあらわす供述の食い違い　木綿細引紐、玉石、牛乳瓶、弁当箱　－「自白」の虚偽をあらわす認知の欠落(1)　教科書類と鞄の処分をめぐる共犯者の影－「自白」の虚偽をあらわす強引な誘導　脅迫状と自転車をとどけた行動にみる犯人像と石川一雄さん　－「自白」の虚偽をごまかすための異常性の強調　芋穴へ引き返す道でのこと－「自白」の虚偽をあらわす認知の欠落(2)　死体を埋める作業－不合理な行動を内容とする「自白」の虚偽　帰宅してから何をしたか－「自白」にふくまれている真実の供述　万年筆の怪－物証の発見に結びつかない「自白」の虚偽　内田幸吉氏と中田登美恵さんの証言－予断と偏見から生まれる偽証(1)内田幸吉証言について(2)中田登美恵証言について　佐野屋脇での体験－目撃証言によって証明される「自白」の虚偽(1)視覚的な体験を中心に(2)聴覚的な体験を中心に 「自白」の分析を終えるにあたって　石川さんとポリグラフ検査－小さな窓にも無実は見える－　特別抗告棄却決定を批判する－法服の権力者のおごり－　あとがき

	1988年
	「狭山事件虚偽自白」
	浜田寿美男／著
	日本評論社

	
	プロローグ/虚偽の証明のために　１．善枝さん事件と狭山事件（善枝さん事件・狭山事件二五年）　２．自白の魔力　３．虚偽の照明　４．推理の作業　５．確定判決の誤り－ほんの小さな一例から（詫び文句をめぐる嘘・見落とされた嘘の理由・刑事裁判の専門家も見抜けない嘘）　第１部/証拠と供述－分析のための素材　供述とはなにか　第１章/証拠収集の流れ－事件から起訴まで　１、善枝さん殺し事件の証拠（略）　２、石川さんに容疑が絞られていく経緯（略）　３、逮捕後に見出された証拠・情報（略）　４、自白によって見出されたとされる証拠（略）　第２章/供述変遷の流れ－否認から自白まで　１、否認期（Ⅰ）－五月二三日～六月二〇日（略）　２、三人犯行自白期（Ⅱ）－六月二〇日～二二日（略）　３、単独犯行自白期（Ⅲ）－六月二三日～七月八日（略）　第２部/供述分析その一[大変遷分析]－真実の暴露か、虚偽への転落か　第１章/供述変遷分析の方法　１、あらたな供述分析法を求めて　２、嘘の理論－変遷分析の前提として　３、供述における嘘の分析－嘘の指標を求めて（略）　第2章/虚偽への転落の痕　１、否認期の供述分析（略）　２、三人犯行自白期の供述分析（略）　３、単独犯行自白期の供述分析（略）　４、無実を証明する供述変遷仮定　第3部/供述分析その二[小変遷分析]－体験の供述か、論理的構成か　第1章/逆行的構成の検出　１、体験の記憶と論理的構成　2、甲山事件の一例から　第2章/五つの場面にみる構成の痕　分析その１脅迫状の作成とその動機　１、脅迫状作成（略）　２、脅迫状作成の動機－金銭的動機の中身（略）　分析その２見知らぬ女子高生の誘拐　１、幾重もの賭　２、被害者からの家の所在、親の名前を聞いたこと（略）　３、中田家の所在を近所で聞いたこと（略）　分析その３強姦と死体－手拭、タオル、ズロース　１、手拭で両手を後ろ手に縛ったこと（略）　２、強姦の仕方－タオルの使い方とズロースの下げ方（略）　３、供述が客観的状況と一致するわけ　分析その４死体の逆さ吊り－芋穴とビニール風呂敷（略）　分析その５鞄の処分－鞄、教科書、ゴム紐（略）　逆行的構成にみる虚偽の痕跡　エピローグ/裁く者と裁かれる者　１、寺尾判決の論理（略）　２、両刃の人間性同一論　３、裁く者と裁かれる者　あとがき

	1988年
	「狭山事件を推理する」
	甲斐仁志／著
	三一書房

	
	序　第一章事件　第二章Yの相関　第三章最終目撃者　第四章通学路　第五章車出いく　第六章情報過剰性　第七章脅迫状　第八章脅迫状訂正　第九章訪問者　第十章呼び声　第十一章犯行時間　第十二章ロープ　第十三章荒縄とスコップ　第十四章所持品　第十五章Vの悲劇　第十六章前の門　第十七章脅迫状の作成　第十八章殺害・死体遺棄　第十九章黙劇者　第二十章評決　資料　一、一審判決　二、誘拐事件資料　三、参考文献

	1988年
	「狭山事件とは」（人権ブックレット13）
	森井暲/著
	解放出版社

	
	冤罪とその救済　冤罪としての「狭山事件」　冤罪を生む捜査の構造　裁判の経過　冤罪を生む裁判の構造　冤罪を生むその他の要因　人権の「発展途上国」から脱却するために　＜資料＞狭山事件の２５年略年表

	1988年
	狭山事件写真集

「無実の獄２５年」
	部落解放同盟中央本部

中央狭山闘争本部/篇
	解放出版社

	
	無実の獄二十五年（石川一雄さん・奪われた青春）　狭山事件地図　狭山事件の経過（一九六三年五月一日・脅迫状・返されていた自転車・犯人取り逃がし・死体発見・玉石、荒縄、細びきひも・芋穴・世論の非難・手がかりを求めて・見込み捜査）　石川さん逮捕と自白強要（一九六三年五月二十三日・保釈、再逮捕・カバン・教科書、ゴムひも・家宅捜索・万年筆・腕時計・虚偽の自白・自白を追って・出会い地点・不自然な自白・石川さんの真実の行動・事件の謎）　無実の証明（筆跡・筆圧痕・それは二十九日だった・万年筆はみえる・インクはちがう・小名木証言・警察官の証言・足跡・再現実験・逆さづりはありえない・自白を再現する・死体運搬の嘘）　闘いの記録（生いたち・差別報道糾弾・狭山差別裁判糾弾闘争・同盟休校・国民運動へ・現地調査・父と母の闘い・第二次再審へ－草の根の闘い）　狭山現地はいま（自白の現場を歩く・石川さんの真実の行動を追う・善枝さんの足どりを追う・石川さんの家はいま）　石川一雄さんの「獄中日記」から（狭山事件年表・写真出典一覧・現地調査をやろう・参考図書）

	1990年
	「狭山自白・｢不自然さ｣の解明」
	山下恒男／著
	日本評論社

	
	第1章狭山事件と自白　Ⅰ狭山事件とは？　Ⅱ自白から再現された事件　Ⅲ狭山事件の経過　Ⅳ自白をめぐる争点　第2章自白分析の方法と本書の課題　Ⅰ自白の真実性の基準　Ⅱ「不自然さ」の心理学的検討　Ⅲこの本の課題と方法（１．自白分析の課題　２．自白分析の方法）　第3章狭山自白調書の特徴　Ⅰ量的内容分析　Ⅱ質的内容分析（１．表現その他の分析　２．取調官が疑問を持った点）　Ⅲ本件調書と別件調書の比較検討（１．別件調書について　２．真実味・独自性のある供述　３．「犯行時心理」を示している供述　４．人物についての言及　５．認知について　６．まとめ）　第4章全犯行過程の分析[１]－犯行前　Ⅰ日常生活　Ⅱ犯行の動機（１．動機の変遷　２．なぜ脅迫状なのか？　３．誘拐計画は存在したか？）　Ⅲ犯行の事前準備（１．脅迫状の作成　２．誘拐の実行予定日をめぐって）　第5章全犯行過程の分析[２]－五月一日　Ⅰ出合いから連行（１．犯行直前の行動　２．被害者との出会い　３．「四本杉」への連行　４．石川さんの土地勘　５．被害者像と被害者の反応）　Ⅱ「四本杉」での凶行（１．殺害現場について　２．松の木に縛る　３．強姦と殺害の態様）　Ⅲ殺害後の行動（１．芋穴ねの死体の運搬　２．ビニール風呂敷を奪った時期と意味　３．脅迫状の訂正　４．縄探し　５．逆さ吊り　６．犯行の順序と「空白時間」をめぐって）　ⅣN家への往復（１．N家への経路　２．鞄・教科書・ゴム紐の処分　３．U・K証言　４．N家での行動　５．I養豚場でのスコップの窃盗　６．死体の引き上げと埋没　７．スコップの投棄と帰宅）　第6章全犯行過程の分析[３]－五月二日　Ⅰ昼間の行動　Ⅱ佐野屋脇で（１．佐野屋への出発　２．佐野屋脇での問答と逃走）　第7章全犯行過程の分析[４]－犯行後　Ⅰ犯行後の生活　Ⅱ盗品等の処分（１．筆入れの焼却　２．時計の投棄　３．万年筆の問題　４．まとめ）　第8章自白の分析結果の総合的検討　Ⅰ自白の「不自然さ」について（１．犯行中の行動心理について　２．認知・記憶の問題と「意味の欠落」　３．「らしさ」について　４．一貫性について）　Ⅱその他の問題（１．取調官の問題　２．再現実験の結果から）　Ⅲ結論　第9章今後の裁判のために　Ⅰ狭山事件と心理学　Ⅱ「人間性同一論」について　Ⅲ蓋然性と仮設検定の方法について　Ⅳ「総合判断」について　あとがき

	1990年
	「犯人」
	殿岡駿星／著
	晩聲社

	
	第一章迷宮　第二章独楽　第三章疾風　第四章陽炎　第五章蹉跌　第六章媾曵　小説『犯人』を書き終えて

	1991年
	「狭山事件－石川一雄・獄中27年」
	リトル・モア編集部/篇
	リトル・モア

	
	踏みにじられた真実　内なる天皇制と差別（池田浩士×土方鉄×安田聡）　ドキュメント狭山事件（狭山事件年表）　記録映画「狭山事件」を見て（沈黙の把握◎鈴木志郎康/ほしかった説得力◎おすぎ）　「うん」と感じて音楽ができた。（坂田明）　採録シナリオ「狭山事件石川一雄・獄中２７年」　あとがき

	1993年
	「すべての力をひとつに」
アンソロジー狭山事件30年
	部落解放同盟中央本部

中央狭山闘争本部/篇
	解放出版社

	
	はじめに　序章本当に私は殺しません　古川泰龍さん宛書簡（石川一雄）　第一章狭山事件前史　わたしの生いたち（石川一雄）・両親ときょうだいの歩いてきた道（父・富造さん/母リイさん/妹・ユキエさん）　第二章不当逮捕から一審死刑判決まで1963～1964　人権侵害に抗議を・石川さんが逮捕されたころ①狭山現地へ駆けつける（清塚幾太郎）・人権侵害に抗議を・石川さんが逮捕されたころ②新聞報道の内側から（小泉貞彦）　第三章無実の叫び1964～1977　一、支援を訴えて　石川さん犯行を否認　「解放新聞」一九六四年九月二五日付・「埼玉新聞」一九六四年九月一一日付　石川青年とその家族の救援について訴える（部落解放同盟関東地方協議会）　石川君奪還しよう（西岡智）　狭山歌「差別裁判うちくだこう」生まれる（作田晃さんに聞く）　奨学生のみなさんに訴える（石川一雄）　二、闘いのひろがり　対談闘いはいかにつくられたか（亀山優一/土方鉄）　狭山差別裁判闘争のとりくみ（平沢徹）　狭山差別裁判取り消し無実の部落青年石川一雄君の即時釈放のための公正裁判実現についてのご支援のお願い（大内兵衛/末川博）　部落解放共闘と狭山（谷本寛作）　狭山署名　狭山署名百万突破・狭山署名二百万を突破・狭山署名三百五十七万に達す　奪った青春をかえせ（東京高裁での最終意見陳述・石川一雄）　三、造花の判決　司法権力石川君に無期判決　造花の判決（正木ひろし）　狭山裁判と私（野間宏）　四、同盟休校の闘い（一九七六年一月二八日、五月二二日）　同盟休校闘争の経験から何を学ぶか（狭山中央闘争委員会）　闘いのなかからひらける展望（部落解放同盟福岡県連筑紫地区協議会）　五・二二狭山同盟休校闘争についての所感（上杉佐一郎）　五、上告棄却（一九七七年八月九日）　座談会映画「造花の判決」と狭山の闘い（中山武敏/入川保則/柴田美保子/森本景武/土方鉄）　読売新聞「社説」疑問のある狭山事件の上告棄却　第四章再審の闘い1977～　一、ひらけ再審の門　これからの狭山差別裁判（青木英五郎）　再審への道程（和島岩吉）　裁判官として、弁護士として（佐々木哲蔵）　狭山事件の脅迫状は誰が書いたか（大野晋）　石川さんの両親、全国をまわる　二、第一次再審棄却決定（一九八〇年二月七日）　朝日新聞「天声人語」　読売新聞「編集手帳」　市民的常識からの反撃　三、審棄開始にむかって　審棄開始・仮出獄を〔石川一雄さんの「刑確定」10年にあたって（声明）〕（狭山事件再審弁護団）　狭山事件第二次再審請求をめぐって（鯰越溢弘）　たった一人のとりくみ（児玉高校部落解放研究会）　座談会狭山デーを四年間とりくんで（部落解放同盟広島県連豊支部）　四、狭山からみえるもの　講演みずからの手で人権を（瀬戸内寂聴）　座談会現代と芸術と私（山下菊二/司修/野間宏/針生一郎）　真実は地図の上にない〔現地調査活動の重要性について〕（佐藤一）　一日も早く一雄に帰ってきてほしい（石川六造）　解題にかえて　狭山事件年表

	1993年
	「一裁判官の回想－佐々木哲蔵論文集」
	佐々木哲蔵/著

	技術と人間



	
	(PP.83-102)狭山差別裁判と日本の裁判　(PP.210-220)刑事裁判としての狭山事件

	1994年
	「知っていますか？」
狭山事件一問一答
	部落解放同盟中央本部
中央狭山闘争本部/篇
	解放出版社

	
	はじめに　狭山事件とは　①石川さんに犯行の動機はあったのですか　②脅迫状は石川さんが書いたものでしょうか　③被害者の女子高生が見知らぬ男に抵抗もせずついていったというのは、不自然ではないでしょうか　④被害者の手を縛ったり目隠しをするため使った手ぬぐいやタオルは、石川さんのものですか　⑤殺害現場はほんとうに杉の木の下だったのですか　⑥手で首を押さえつけて殺したというのはほんとうですか　⑦被害者はほんとうに五月一日に殺されたのでしょうか　⑧石川さんの血液型と犯人の血液型は、ほんとうに同じなのでしょうか　⑨一人で死体を二百メートルも運ぶことができるのでしょうか　⑩死体を芋穴に逆さづりにして隠したということになっていますが、死体や芋穴にその痕跡はあったのですか　⑪石川さんの自白では、脅迫状を届ける途中で被害者の家がどこかを尋ねたということになっていますが、ほんとうでしょうか　⑫死体を埋めるために使ったとされているスコップと、証拠とされたスコップは、同じものですか　⑬身代金の受け渡し場所にあらわれたのは石川さんではないのですか　⑭身代金の受け渡し場所に残された足跡は石川さんのものだったのですか　⑮被害者のものとされているカバンの発見については問題はないのですか　⑯石川さんの自宅から発見された万年筆は、被害者のものだったのですか　⑰発見された腕時計は被害者のものですか　⑱物証といわれるものに石川さんの指紋はあるのですか　⑲石川さんのアリバイはあるのですか　⑳捜査に被差別部落に対する予断や偏見はなかったのですか　(21)石川さんの逮捕には問題はなかったのでしょうか　(22)取り調べや自白にいたる経過に問題はなかったのでしょうか　あとがき　年表　参考図書

	1995年
	「被告　最高裁」
	庭山英雄/編
	技術と人間

	
	(PP.172-191)　狭山事件－部落差別が生んだ冤罪（島谷直子）

	1995年
	「狭山事件・別件取調室の３０日」
	佐藤一／著
	解放出版社

	
	まえがき　Ⅰ事件の発生　事件発生・歪む捜査本部　Ⅱ別件逮捕　別件供述書を追って・取調室を支配したもの・語る別件調書・六月九日付二通の供述調書・六月十日付二通の供述調書・オートバイ横領事件を読む・別件供述書をながめて・逆流・密室のなか・別件起訴（六月十三日）・再逮捕（六月十七日）・弁護士不信をうんだもの　Ⅲ本件取調室　自白（六月二十日）・誘導・置かれた鞄・絞られる的・単独犯への転換　Ⅳ本件起訴　本件起訴・控訴・寺尾判決・寺尾判断準則にそって・寺尾判決の矛盾点　Ⅴ自白調書を追って　脅迫状を読み解く　Ⅵ終章　註解説　狭山事件の経過

	1995年
	「戦後ニッポン犯罪史」
	礫川全次/著
	批評社

	
	(PP.119-125)　狭山事件

	1997年
	「完本　狭山裁判　上・中・下」
	野間宏／著
	藤原書店

	
	（略）

	2002年
	「＜うそ＞を見抜く心理学」
	浜田寿美男/著
	日本放送出版協会

	
	(PP.73-130)　第二章うその物語ができあがる過程－狭山事件の真相　１．「日常のうそ」と「供述のうそ」の違い　２．取調室で何が起きるのか？　３．理屈で組み立てた筋書きの無理　４．三つのうそが重ねられた理由　５．「死体の逆さ吊り」という供述

	2002年
	「狭山裁判の超論理」
	半沢英一/著
	解放出版社

	
	はじめに　第1部筆跡問題を視点にした狭山事件・裁判の歴史　１．脅迫状　２．「車出いく」にだまされて　３．見込み捜査の挫折　４．「ツ」と「エ」と「や」　５．関根・吉田鑑定と長野鑑定　６．用語上の注意　７．石川さんの逮捕と「自白」　８．熊谷二重逮捕事件の影　９．浦和地裁での第一審　１０．石川さんの国語力の進歩　１１．東京高裁での第二審　１２．高村鑑定　１３．公判での高村鑑定人　１４．石川さんの国語力と脅迫状　１５．寺尾判決　１６．「お願い出す」によろこんで　１７．世紀を越える裁判　１８．第二次再審請求棄却決定　１９．「カタカナ当て字」と「右肩環状連筆」のクローズアップ　２０．『おくの細道』と確率論と　２１．少女買春と異議申立棄却決定　第2部文字写真一覧による石川さんの無実の証明　２２．証明のための公理群　２３．石川さんの書きぐせの確率　２４．石川さん無実の証明　２５．補足その１（類似点は無視してもかまわない）　２６．補足その２（同筆性はどのように判断されるのか）　２７．補足その３（「ツ」とは何であったのか）　第3部半沢鑑定「批判」の超論理　２８．裁判所の超論理を広場の光の中に　２９．超論理その１（人の言わなかったことを言ったことにする）　３０．超論理その２（人の主張したことを「捨象」したことにする）　３１．超論理その３（表が出たら私の勝ち・裏が出たらあなたの負け）　３２．超論理その４（都合の悪い確率は無視する）　３３．かれらを卑しい人と知れ　第4部超論理だらけの狭山裁判－藤田一良弁護士との対談　異議申立棄却決定全体の印象・「可能性」がいつのまにか「結論」になる－スコップ/死亡時刻/玉石・想像で事実を無視する－万年筆・事実認定を変えても結論は変えない－殺害方法・「根拠」の不正確さを認めても「結論」は変えない－芋穴逆さ吊り/運搬・表が出れば私の勝ち/裏が出ればあなたの負け－足跡・事実を意図的に無視－斎藤鑑定・証言の歪曲－声、O.T証言・まとめと今後の展望　おわりに　付録Ⅰ「え」「つ」「や」「け」「す」「な」文字写真一覧　付録Ⅱ確率論の初歩　付録Ⅲ異議申立棄却決定の半沢鑑定「批判」部分　狭山事件地図　狭山事件・裁判年表

	2003年
	「無実の叫び40年」
（狭山差別裁判臨時号）
	部落解放同盟中央本部
中央狭山闘争本部/篇
	解放出版社

	
	はじめに　狭山事件とは－裁判と闘いの歴史　無実の証拠と闘いの課題　①脅迫状は石川さんが書いたものではない　②当時の石川さんに脅迫状は書けなかった　③元鑑識課員が指摘する新事実　④自白では説明できない脅迫状の痕跡　⑤浮かびあがった万年筆文字　⑥指紋がないことは石川さんの無実を示す　⑦家宅捜索で万年筆を見落とすことはありえない　⑧カモイに万年筆はなかった　⑨現場の足跡は石川さん宅の地下足袋と一致しない　⑩殺害方法は自白と違う　⑪悲鳴・人影はなかった－架空の「犯行現場」　⑫死体運搬も逆さづりもありえない　⑬不自然な自白じたいが石川さんの無実を示す　⑭なぜ石川さんは自白したのか　⑮なぜ石川一雄さんが逮捕されたのか　⑯再審（裁判やり直し）はなぜ必要なのか　⑰検察庁は狭山事件の証拠開示をおこなえ　⑱公正な証拠開示のルール化を実現しよう　「年表」えん罪・狭山事件４０年

	2004年
	「狭山事件　石川一雄、四十一年目の真実」
	鎌田慧/著
	草思社

	
	プロローグ　第一章女子高校生、誘拐される　第二章別件逮捕と別件起訴　第三章子どものころから働いてきた　第四章涙ながらに自白するまで　第五章浦和地裁・死刑判決　第六章私は殺していない！　第七章見送った死刑囚と文字の獲得　第八章不思議な「証拠物件」　第九章東京高裁・寺尾判決　第十章自分で書いた上告趣意書　終章「視えない手錠」をはずすまで　エピローグ　あとがき　狭山事件年表

	2005年
	「狭山事件の真犯人」
	殿岡駿星／著
	星雲社

	
	第一章・二〇〇四年十月三十日　第二章・謎解きの発掘　第三章・トリックとリハーサル　第四章・死体を埋めた残土はどこへ？　第五章・疑問を説明できる仮設　第六章・真犯人X氏はだれか　あとがき

	2006年
	「知っていますか？」
狭山事件一問一答　第２版
	部落解放同盟中央本部
中央狭山闘争本部/篇
	解放出版社

	
	はじめに　狭山事件とは　狭山事件の地図　①石川さんに犯行の動機はあったのですか　②脅迫状は、石川さんが書いたものでしょうか　③封筒に残された「少時」の文字は、ボールペンで書かれたものでしょうか　④被害者の手を縛ったり目隠しをするため使った手ぬぐいやタオルは、石川さんと結びつくのですか　⑤殺害現場は、ほんとうに杉の木の下だったのですか　⑥手で首を押さえつけて殺したというのは、ほんとうですか　⑦石川さんの血液型と犯人の血液型は、ほんとうに同じなのでしょうか　⑧一人で死体を二百メートルも運ぶことができるのでしょうか　⑨死体を芋穴に逆さづりにして隠したということになっていますが、死体や芋穴にその痕跡はあったのですか　⑩石川さんの自白では、脅迫状を届ける途中で被害者の家がどこかを尋ねたということになっていますが、ほんとうでしょうか　⑪死体を埋めるために使ったとされているスコップと、証拠とされたスコップは、同じものですか　⑫身代金の受け渡し場所にあらわれたのは石川さんではないのですか　⑬身代金の受け渡し場所に残された足跡は、石川さんと結びつくものだったのですか　⑭被害者のものとされているカバンの発見については、問題はないのですか　⑮石川さんの自宅から発見された万年筆は、被害者のものだったのですか　⑯発見された腕時計は、被害者のものですか　⑰物証といわれるものに、石川さんの指紋はあるのですか　⑱石川さんのアリバイはあるのですか　⑲捜査に被差別部落に対する予断や偏見はなかったのですか　⑳石川さんの逮捕には、問題はなかったのでしょうか　(21)取り調べや自白にいたる経過に問題はなかったのでしょうか　あとがき　年表　参考図書など

	2006年
	まんが「狭山事件」
	勝又進/まんが　安田聡/原案
	七つ森書館

	
	はじめに　1章●事件のはじまり　1 事件発生　2 不当逮捕　3 死刑判決　4 無実の叫び　5 暴かれる真相　6 石川さんのたたかい　7 つくられた自白　8 ひろがる闘い　9 新たな裁判長　2章●造花の判決　1 生いたち　2 差別との闘い　3 一人は万人のために 万人は一人のために　4 造花の判決　5 寺尾判決の不当性を暴く　6 誤判　7 証拠開示　8 上告棄却　3章●再審を求めて　1 18年目の新証言　2 最高裁にせまる　3 えん罪の恐怖　4 父の死　5 元刑事の証言　6 5つの筆跡鑑定　7 悲しみをのりこえて　8 25年ぶりの赤飯　9 獄中一万日　10 模擬陪審　11 万年筆はなかった　12 求意見　4章●見えない手錠　1 仮出獄　2 われは浦島　3 各地を訴える　4 自白の真相　5 生い立ちを語る　6 見えない手錠を解く日まで　解説●43年無実を叫びつづける人　──石川さんと狭山裁判のいま　狭山事件年表　おわりに　石川さん支援の声を一人でも多くの人に

	2006年


	「狭山事件」
	下田雄一郎
	新風舎

	
	序章　第一章事件ドキュメント　第二章迷宮へ　第三章相次ぐ関係者の変死　第四章時代背景　第五章被害者とその家族　第六章事件前夜　第七章証拠　第八章推理　推理への手引き　総活　あとがき　参考文献　解説（鎌田慧）

	2009年


	「狭山事件４６年目の現場と証言」
	伊吹隼人
	風早書林

	
	はじめに～私と狭山事件　第一章事件の概要（女子高校生、行方不明となる・届いた脅迫状・張り込み失敗、犯人逃走・五月四日、死体発見・被害者宅の元使用人が自殺・石川一雄氏逮捕さる・事件は迷宮へ・相次ぐ関係者の変死・事件現場と関係者は今）第二章事件の背景　第三章事件の謎を検証する（被害者の下校時刻・被害者の最後の食事・被害者の性体験について・脅迫状とその内容・身代金受け渡し現場・殺害現場と死体埋没の状況・細田証言と事件発生時刻・死体と所持品の発見・関係者たちの変死）第四章狭山事件・四十六年目の現場を訪ねて（旧川越高校入間川分校跡・旧狭山郵便局小沢毛糸店・旧狭山東中学校跡・第一ガード第二ガード・関口自転車店付近・堀兼中学校・荒神様（三柱神社）・Ｘ字路・奥留剛二氏新居跡付近・奥留剛二氏実家付近・殺害現場（※確定判決による）・芋穴跡死体発見現場付近・薬研坂・佐野屋酒店（犯人出現地点）・権現橋村田養豚場跡・中田家淵田家付近・石川一雄氏宅跡・村田登美造氏轢死現場跡・畠中昇氏宅付近・「山王亭」跡）第五章狭山事件・四十六年目の証言（石川一雄さん早智子さん・安田幸司さん・佐野忠夫さん・大木まさ江さん・工藤慎一郎さん・細野貢さん・五十子米穀店・灰澤建一さん（※取材拒否）・増田修さん（※取材拒否）・奥留孝志（※取材拒否）・中田美和子さん（※取材拒否）・小沼正二さん（※取材拒否））第六章推理－狭山事件　資料（一審判決文）

	2009年


	「裁判員時代にみる狭山事件」
	菅野良司
	現代人文社

	
	序章同時代の誘拐事件　第一章狭山事件の全容（１．起訴状２．犯行ストーリー３．取り調べ過程４．吉展ちゃん事件）第二章状況証拠（１．全面否認の控訴審２．刑事裁判の鉄則３．控訴審判決・確定判決の構造４．盗まれたスコップ５．脅迫状６．脅迫状作成の経緯７．足跡８．血液型９．手ぬぐい１０．タオル１１．内山証言１２．犯人の音声）第三章秘密の暴露（１．鞄２．万年筆３．腕時計４．横沢証言）第四章死体（１．自白と死体の状況２．殺害方法３．頭部損傷４．死亡時刻５．死斑６．荒縄と細引き紐）第五章自白（自白の取り扱い２．被告人の生い立ち３．取り調べ状況４．否認期５．弁護士不信６．共犯期７．単独期８．自白の変遷９．捜査当局の不安１０．「独饅頭」論１１．控訴審判決の事実認定論１２．無期減軽）第六章法廷内外（１．小原保との出会い２．竹内景助との出会い３．荻原佑介との出会い４．竹内の獄死５．寺尾判決６．支援活動７．狭山判決後の寺尾判事８．３人の自殺者）第七章長い道（１．最高裁の上告棄却２．第一次再審３．第二次再審４．第三次再審）あとがき　参考文献
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